
穴水町での応急給水支援報告

令和6年5月29日
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 災害派遣を終えて感じたこと
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日本水道協会「令和６年能登半島地震への対応について」資料より引用
URL：http://www.jwwa.or.jp/topics/topics_20240125001.html 3



令和6年能登半島地震における対応について、日本水道協会兵庫県支部は石川県鳳珠郡穴水町の
応急給水・応急復旧を担当し、芦屋市は兵庫県支部で17番目の団体として応急給水を行いました。

【派遣期間】 令和６年２月29日(木)～３月７日(木)
【派遣場所】 石川県鳳珠郡穴水町（避難所・給水拠点等）

１ 派遣職員の業務について
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(1) 概要

穴水町

人口：7,283人
面積：183.21 
職員数：252人



１ 派遣職員の業務について
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(1) 概要（補足）

活動体制
第１陣 技術職２名、事務職１名 計３名 令和６年２月29日(木)～３月５日(火)
第２陣 技術職２名、事務職１名 計３名 令和６年３月４日(月)～３月７日(木)

主に、給水活動の指揮・補助を技術職員が、現地本部との連絡・資金管理等を事務職員が担う形で分担をしました。

【活動内容】 ●避難所等に設置されている給水拠点での給水活動
●高齢者施設や小学校等の受水槽への給水 ●派遣されているトイレトラックやランドリーカーへの給水
穴水町中部に位置する上野浄水場で給水車に水を補給し、市内各地にある施設に給水車で水を運ぶ活動となりました。



穴水町役場

上野浄水場

旧兜小学校

精 育 園

河内集会所

約25.5ｋｍ

6Google Mapsより引用
URL：https://www.google.co.jp/maps



１ 派遣職員の業務について
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(2) タイムスケジュール

起床

7:00頃

現地着・給水車合流

・日水協の支援本部が金沢市企業局に設置されていたため、
金沢市内に宿泊し現地と往復しながら作業を行った。
・応急復旧班の尽力もあり、派遣期間の水道本管の復旧率は
ほぼ100％に近くなっていた。
・水道の本管が復旧していても、本管から宅内や施設内への
配管の工事が追い付いていないため、給水拠点は残っていた。

15:00頃 17:30

給水作業

4:30

出発

5:00

旧兜小学校
上野浄水場での補水河内集会所上流タンク

作業終了・金沢市へ 金沢市企業局で
報告

・作業初日の３月１日は前任からの引継ぎで消火栓から補水
し、旧兜小学校へ向かったが、他団体の給水車が2台配置さ
れており、待機状態となった。
・現地本部（堺市）より連絡があり、応急復旧が完了する見
込みのため、穴水町での応急給水の締めを担当することになっ
た。



１ 派遣職員の業務について
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【現地での業務の様子】
金沢市企業局での引継ぎ 消火栓からの補水

旧兜小学校での給水

精育園（障害者支援施設）への給水

河内集会所上流タンクへの給水 河内集会所上流タンクへの給水



２ 現地の状況
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(1) 穴水町の被災状況 (石川県ホームページ「被害等の状況について」 (5/23 15時00分) より抜粋)

死者 行方不明者
負傷者

合計 石川県内比率
重傷 軽傷

石川県 260人 3人 324人 876人 1,463人 -

うち穴水町 20人 0人 32人 225人 277人 約18.9％（3番目）

（参考）輪島市 112人 3人 213人 303人 631人 約43.1％（1番目）

【人的被害】



【建物被害】

非住家（棟）
石川県内比率

公共建物 その他
石川県 203棟 24,823棟 -
うち穴水町 0棟 2,560棟 約10.3％（4番目）
（参考）輪島市 0棟 7,510棟 約30.3％（1番目）

住家（棟）
石川県内比率

全壊 半壊 一部損壊 浸水 合計
石川県 8,221棟 16,584棟 56,426棟 11棟 81,242棟 -
うち穴水町 497棟 1,433棟 2,105棟 0棟 4,035棟 約5.0％（7番目）
（参考）輪島市 4,007棟 4,667棟 6,142棟 0棟 14,816棟 約18.2％（1番目）

(1) 穴水町の被災状況 (石川県ホームページ「被害等の状況について」 (5/23 15時00分) より抜粋)

２ 現地の状況
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２ 現地の状況
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(1) 水道の被災状況 (内閣府非常災害対策本部 (5/21 14時00分) より抜粋)

断水戸数
石川県内比率（最大）

最大 現在

石川県 約112,420戸 約2,230戸 -

うち穴水町 約3,200戸 0戸 約2.8％（12番目）

（参考）輪島市 約11,400戸 約920戸 約10.1％（4番目）



３ 応急給水応援活動を終えて感じたこと
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・迅速かつ隙間のない給水活動の難しさ

・復旧活動との人員問題

・地域（地理）的特性による活動への障害

・被害規模で見ない支援の実施

・行政職員として、備えておくこと

発災後直ちに給水活動を実施する体制の確保と、引込管復旧までの間の給水活動の維持及びその要望
を聞く力が大切。

全国の水道事業職員が減少するなか、発災時には応急給水活動と復旧活動を同時に行うため、人員の
確保が今後さらに難しくなる。

今回、被災地が半島であったことが復旧活動の大きな障害となったが、芦屋が被災した際に復旧の妨げと
なる阪神間特有の特性（都市部であること、山と海に挟まれた狭い平地等）を事前に想定して備えておく
ことが必要。

被災割合で比較したときに他の地域より被害が小さく見えていても、例えば道が狭く小型の給水車でなけれ
ばたどり着くことのできない地域が多い場合、応援人員は多く必要になる。適切に支援、または支援要請を
する準備が必要。

訓練はもちろんのこと、近隣自治体との協力体制の確認や新しい技術の情報収集など、発災時のライフラ
イン維持に迅速に対応できるよう努めてまいります。



３ 災害派遣を終えて感じたこと
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震災・学校派遣報告
ＥＡＲＴＨ第1次派遣 2024年(令和6年)1月16日(月) 1月19日(金)



報告内容
EARTHとは

珠洲市の様子(派遣時と今）

派遣から感じたこと
派遣先での活動
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報告内容
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珠洲市の様子(派遣時と今）
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EARTHとは
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震災・学校支援チーム



EARTHとは
1995年1月17日に発生した兵庫県南部地震
では、多くの学校が避難所になった。
被災地の学校では、県内外から延べ約8,000人
の教育関係者から支援を受けた。

全国各地からの支援に報いるために、災害により
避難所となった学校を支援する教職員組織

EARTH設置の経緯と趣旨

小・中・高の教諭、主幹教諭、養護教諭、栄養教諭、
学校事務職員に加え、カウンセラー、防災士、大学関係者など



報告内容
EARTHとは

珠洲市の様子(派遣時と今）

派遣から感じたこと
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珠洲市の様子(派遣時と今）

能登半島の最北部
石川県珠洲市

総面積：247.2 

人口：12,947人(令和4年末現在)

世帯数：5,901世帯(令和4年末現在)

学校数：小学校7／中学校2
義務教育学校2
高等学校1



珠洲市の様子(派遣時）



珠洲市の様子(派遣時）



珠洲市の様子(今）
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学校教育応急対策と
早期再開に
向けての支援

派遣先での活動



打ち合わせ



登下校支援

学校教育応急対策と早期再開に
向けての支援



校内整備・片付け

学校教育応急対策と早期再開に



授業支援

学校教育応急対策と早期再開に
向けての支援



学校教育応急対策と早期再開に
向けての支援
児童生徒等の心のケアの支援

派遣先での活動





児童生徒等の心のケアの支援



児童生徒等の心のケアの支援



学校教育応急対策と早期再開に
向けての支援
児童生徒等の心のケアの支援

学校における避難所運営支援

学校給食の早期再開と食生活の支援

派遣先での活動



本来なら学校の先生方がしなくては
いけないこと(図書室の片づけや校内清掃など)を
EARTH員が手伝うことで、先生方が
子どもたちと向き合う時間をつくる
ことができます。

派遣先での活動



「過去の反省や失敗を教訓として

我々、EARTH員が伝えなあかん」

避難所運営にとともに
教職員は児童生徒の安否確認

過去の反省や失敗
阪神淡路大震災からの教訓

 教職員は交替で
避難所となった学校に泊り込み

 24時間体制で避難所運営



・自宅が全壊

・勤務校で避難生活

・避難所運営と
学校教育応急対策

・職員の心のケア

・疎開を考える保護者相談

・市教委とのやり取り

・児童の安否確認
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珠洲市の様子(派遣時と今）
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派遣から感じたこと

・被災者が被災者を支える大変さ

・震災の教訓から学ぶ大切さ



全校生徒へ派遣報告

「令和６年能登半島地震」
「災害への備えと心構え」
「震災の爪痕 珠洲市 」
「派遣を通して感じたこと」
の４点を伝えました。



派遣から感じたこと

・被災者が被災者を支える大変さ

・震災の教訓から学ぶ大切さ

・「自分ごと」として考える



珠洲市との交流①



珠洲市との交流②

飯田小と潮見中のオンラインでの交流



ご清聴
ありがとうございました。


